





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グでだな 出店 一なな （連語） いりまめにはな煎’り豆に花
　　　えどだな　江戸棚　　　　　　　　　をさなな　幼名　　　　　　ゑにあはぬはな　会に蓬はぬ花
　　　ふなだな　船撒　　　　　　　　　せなな夫なな　　　　　ものいはぬはな物言はぬ花
　　おものだな　御物棚　　　　　　　　　くにな　国名　　　　　』　　　　うのはな卯の花
　ふとものだな　太物店　　　　　　　　またのな　又の名　　　　　　　ときのはな　時の花
　　うをのたな　魚の棚　　　　　　　　もののな　物の名　　　　　　ていけのはな手活けの花
　　　あひだな　相店　　　　　　　　　　　はな　花　　　　　　　　　　このはな　木の花
　　しまひだな　仕舞ひ棚　　　　　　　　　　はな　鼻　　　　　　　　すがたのはな　姿の花
　　　　まだな　未だな　　　　　　　　　一はな　（終助）　　　　　　むつのはな・六っの花
　　　たまだな　魂棚　　　　　　　　　　一はな　（助数）　　　　　　まことのはな　誠の花
　　くろみだな　黒み棚　　　　　　　　そうばな　総花　　　　　　　ことばのはな　言葉の花
　　　うらだな　裏店　　　　　　　　　　ぽうばな　棒端　　　　　みめ　　　　　　　見目は幸ひ
　　　しらだな　白店　　　　　　　　　　かはな　川菜　　　　　はさいはひのはな　　　　の花
　　　くろだな　黒棚　　　　　　　　　　あかばな　赤花　　　　　　　　なみのはな波の花
　　ふくろだな　袋棚　　　　　　　　つじがはな’辻が花　　　　　　　うめのはな梅の花
　　　ぜんだな　膳棚　　　　　　　　　かほがはな　貌が花　　　　　　みのりのはな　御法の花
　　　ほんだな　本店　　　　　　　ひきめかぎはな　引き目鉤鼻　　　　とかへりのはな十返りの花
　　　　　ちな　千名　　　　　　　　たるきばな　垂木端　　　　　　こころのはな　心の花
　　　こうちな　小路名　　　　　　　　いくはな　幾はな　　　　　　じぷんのはな時分の花
　　　　　つな綱　　　 みるめかぐはな見る目嗅ぐ鼻　　 いははな岩端
　　　　いつな　飯綱　　　　　　　　　　　げぱな　夏花　　　　　　　やすらひばな　安楽花
　　　　きつな　絆　　　　　　　　　　　げげばな　げげ花　　　　　　　　ゆふはな　木綿花
おもひのきつな　思ひの絆　　　　　　たむけばな　手向け花　　　　　しらゆふはな白木綿花
うきよのきつな　憂き世の絆　　　　　ひさごばな　瓢花　　　　　　　　かほばな貌花
　　　　せつな　刹那　　　　　’　　　　とこはな常花　　　　　　　　　しほばな1塩花
　　いっせつな　一刹那　　　　　　　　　とこばな　床花　　　　　　　　　かみばな　紙花
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　　すゑつむはな　末摘む花　　　　　　あかおまな　赤御魚　　　　　　　ひゃくだんな　百檀那
　　　かほよばな　顔佳花　　　　　　　　　はまな　浜菜　　　　　　　　　いちだんな　一旦那
　　　　からはな　唐花　　　　　　　　　　みな　蜷　　　　　　　あきなひだんな商ひ旦那
　　　さくらばな　桜花（枕）　　　　　　　　　みな　皆　　　　　　　　　　おほだんな　大檀那
　　あへたちばな　あへ橘　　　　　　　　　いみな　諌　　　　　　　　　おやだんな親旦那
　　　　わらはな　童名　　　　　　　　　　おみな　堰　　　　　　　　いたりだんな至り旦那
　　　あがりばな　上がり花　　　　　　　きみな　公名　　　　　　　　　一なんな　（連語）
　　　つくりばな　造り花　　　　　　　ひとみな　人皆　　　　　　　　　まんな真字
　　　けづりばな　削り花　　　　　　　　をみな女　　　　　　　　　ひょんな（連体）
めどにけづりばな　蕃に削り花　　　　あづまをみな　東女　　　　　　ひゃくくわんな百官名
　　　かへりばな　返り花　　　　　　　みやをみな　宮女　　　　　　　　　　をんな　女
　　　さゆりばな　小百合花（枕）　　　　　　　むな一空　　　　　　　　たうせいをんな　当世女
　　　　はるはな春花　　　　　　　　　　むな一胸　　　　　　　いちだいをんな一代女
　　　　いればな　入れ花　　　　　　　　　おむな　姫　　　　　　　　きゃうをんな　京女
　　なげいればな　投げ入れ花　　　　　　たかむな　筍　　　　　　　　ちゅうをんな中女
　　　わすればな　忘れ花　　　　　　　　　一がもな　（連語）　　　　　　　　　きをんな生女
　　　　をばな　尾花　　　　　　　　　　やな　梁　　　　　　　　やしきをんな屋敷女
　　　　あをぱな　青花　　　　　　　　　　一やな　（終助）　　　　　　さつきをんな　五月女
　　　かれをばな　枯れ尾花　　　　　　　　　しゃな　遮那　　　　　　　　　ゆきをんな　雪女
　　さんもんばな　三文花　　　　　　しゃなしゃな　（副）　　　　　　おもはくをんな思はく女
　　　　　ひな　鄙　　　　　　　　　びるしゃな　毘慮遮那　　　　　　やさをんな優女
　　　　　ひな　雛　　　　　　　　くだりやな　下’り簗　　　　　　しだしをんな仕出し女
　　　　かひな　肱（名）　　　　　　くつれやな　崩れ簗　　　　　　わたしをんな渡し女
　　　　一かひな　肱（助数）　　　　　　　　ゆな　湯女　　　　　　　　げすをんな下種女
　　　　こがひな　小腕　　　　　　　　　ゆなゆな　（名）　　　　　　　　みせをんな　見世女
　　　　　くひな　水鶏　　　　　　　　　　一よな　（間助）　　　　　　　　ぢをんな地女
　　おほうちびな　大内雛　　　　　　　　　　よな一米　　　　　　くわんくわつをんな　寛澗女
　　　　ひひな　雛　　　　　　　　　　よなよな　夜な夜な　　　　　　　でをんな出女
　　　かみびな　紙雛　　　　　　　　　　あらな　有らな　　　　　　ながれのをんな　流れの女
　　　　よびな呼び名　　　　　　　　からな　唐名　　　　　　　はすはをんな　蓮葉女
　　　さぷらひな　候ひ名　　　　　　ばかなつらな　馬鹿な面な　　　　すあひをんな牙檜女
　　　だいりびな　内裏雛　　　　　　　　おくりな　詮　　　　　　　　であひをんな　出合ひ女
　　　　　ふな一．船　　　　　　　　　　つくりな　作り名　　　　　　あそびをんな　遊び女
　　　　あぶな　危な　　　　　　　　　とほりな　通り名　　　　　　しのびをんな　忍び女
　　あふなあふな　（副）　　　　　　　　　　あるな　有る名　　　　　　　　なまをんな　生女
　　おふなおふな　（副）　　　　　　　　　　ふるな　富楼那　　　　　　ちゃのまをんな　茶の間女
　　　つかふな　束鮒　　　　　　　　　　一わな　（終助）　　　　　　　かみをんな上女
　もふしつかふな　藻臥し束鮒　　　　　　しぎわな　鴫絹　　　　　　　さがみをんな相模女
　　　　くそぶな　糞鮒　　　　　　　　すてわな　捨て罠　　　　　　　とめをんな留め女
　　　もみちぶな　紅葉鮒　　　　　　　　　　ゐな　維那　　　　　　　　しもをんな下女
　　　　ゆふな　夕菜　　　　　　　　　　っゐな　都維那　　　　　　　ちゃやをんな　茶屋女
　　あさなゆふな　朝な夕な　　　　　　　　　をな　（名）　　　　　　ねんきりをんな　年切り女
　　うべなうべな　宜な宜な　　　　　　　おんな　嫡　　　　　　なかどほりをんな　中通り女
　　　　かへな　替へ名　　　　　　　　　かんな　仮名　　　　　　　しゃれをんな　酒落女
　　おほなおほな　（副）　　　　　　つきがんな突き鉋　　　　　おちゃれをんなおちゃれ女
　　　　　とほな　遠名　　　　　　　　　たかんな　筍　　　　　　　　　　わをんな吾女
　　　　　まな　（名）　　　　　　　やりがんな　槍鉋　　　　　　　　あををんな　青女
　　　　　まな　真名　　　　　　　　　　たんな　手綱
　　　　　まな　真魚　　　　　　　　　　だんな　檀那
　　　　　まな　（副）　　　　　　　　だいだんな　大檀那
　　　　おまな　御真魚　　　　　　じっぱうだんな　十方旦那
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わつかに　僅かに　　　　そじしのむなくに　脊宍の空国
　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　なかに　中に　　　　　　　　あらなくに　（連語）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかなかに　（副）　　　　　　　一ならなくに　（連語）
　　　　　　に　土　　　　　　　　あるがなかに　有るが中に　　　うらやすのくに　心安の国
　　　　　　に丹　　　　 にふふかに（副）　　　　みだのくに弥陀の国
　　　　　　に弐　　　　　あこぎに阿漕に　　　みちのくに陸奥の国
　　　　　　に荷　　　　　しきに頻に　　　　ひとのくに人の国
　　　　　　に　遭（名）　　　　　いやちへしきに　弥千重頻に　　　ひのもとのくに　日の本の国
　　　　　一に　重（造語形）　　　ちへなみしきに　千重波頻きに　　　　　ねのくに　根の国
　　　　　　に　二　　　　　　　　　　よくせきに　（副）　　　　　　　みつほのくに　瑞穂の国
　　　　　一に　（格助）　　　　　　　　　だきに　茶枳尼　　　　あしは　　　　　　葦原の瑞穂
　　　　　一に　（終助）　　　　　　　　いっきに　一気に　　　　　らのみつほのくに　　　　　の国
　　　　　一に　（助動連用）　　　　いやつぎつぎに　弥次次に　　　とよあしは　　　　　豊葦原の瑞
　　　　　一に　（助動連用）’　　　　　ひたなきに　直鳴きに　　　　らのみつほのくに　　　　穂の国
　　　　　一に　（助動連用）　　　　　　　おほきに　大きに　　　　　　　　とほのくに　遠の国
　　　　　あに　堂　　　　　　　　ひだりみぎに　左右に　　　　　　　よみのくに　黄泉の国
　　はなのあに　花の兄　　　　　　　　　　　くに　国　　　　　　　　　とこよのくに　常世の国
　　　　がいに　（副）　　　　　　　　　　　おくに　御国　　　　　　　　　　　びくに　比丘尼
　　　　だいに　大弐　　　　　　　　　かにかくに　（副）　　　　　　　　うたびくに　歌比丘尼
　　　いかうに　一向に　　　　　　　　とにかくに　（連語）　　　　　　こうたびくに　小歌比丘尼
　　　一さうに　（助動連用）　　　　　しくしくに　（副）　　　　　　　くまのびくに　熊野比丘尼
たくさんさうに　沢山さうに　　　　ちへしくしくに　千重頻く頻　　　　とがおひびくに　科負ひ比丘尼
　　　　せうに　少弐　　　　　　　　　　　　　　　　　　くに　　　　へおひびくに　屍負ひ比丘尼
　　いちどうに‘一同に　　　　いやしくしくに弥しくしくに　　　うきよびくに浮き世比丘尼
　　　ぎゃうに　（副）　　　　　　　　とこしくに　常しくに　　　　くわんじんびくに　勧進比丘尼
　　ありやうに　有り様に　　．　　　うましくに美し国　　　ことだ　　　　　言霊の幸は
　　　　　えに　縁　　　　　　　　ねのかたすくに　根の堅州国　　　まのさきはふくに　　　　　ふ国
　　　　　えに　得に　　　　　　　　　やすくに「安国　　　　　　　　やしまぐに　八州国
いやさかはえに　弥栄映えに　　　　　　をすくに　食す国　　　　　　　　　みくに　御国
　　いへばえに　言へばえに　　　　　　やそくに　八十国　　　　　　　　からくに　韓国
　　　　　おに　鬼（名）　　．　あUまらのなかつくに　葦原の中っ国　　　　　そこらくに　（副）
　　　　‘おに一鬼（接頭）　　とよあし　　　　　豊葦原の中　　　　　ひのいるく．に　日の入る国
　　　うしおに　牛鬼　　　　　はらのなかつくに　　　　つ国　くはし　　　　　　細し文の千
　こころのおに　心の鬼　　　　　　　　おきつくに　沖つ国　　　　　ほこのちたるくに　　　　足る国
　　　　一かに　（接尾）　　　　　　　ときつくに　時つ国　　　　　　　ひいつるくに　日出づる国
　　　　一がに　（接助）　　　　　　　みけつくに　御食つ国　　　　　　ちぢわくに　千千分くに
　　　　いかに　如何に　　　　　　　　したつくに　下つ国　　　　　　　　　をぐに　小国
いかにかいかに　如何にか如　　　　　　うちつくに　内つ国　　　　　　　　　　けに　化尼
　　　　　　　　　　　　何に　　　　　　とつくに　外つ国　　　　　　　　　　けに　異に
　いかにいかに　如何に如何に　　　　　もとつくに　本つ国　　　　　　　　　　げに　実に
　　こはいかに　（連語）　　　　　　　　うはつくに　上つ国　　　　　　　　　　　一げに　（助動連用）
　あれはいかに　彼はいかに　　　　　ふつくに悉に　　　　　　　うたてけに　うたて異に
　　　あがかに　足掻かに　　　　　　　とほつくに　遠つ国　　　　　　　　つきにけに　月に異に
　　　　けがに　怪我に　　　　　　　　あまつくに　天つ国　　　　　　　　　げ脚げに　実に実に
　　　ささがに　細蟹　　　　　　　　なかんつくに　就申に　　　　　　　　あさにけに　朝に日に
　　　やさかに　八尺責　　　　　　　　　ことくに　異国　　　　　　　　　ひにけに　日にけに
　　　あしがに　葦蟹　　　　　　　　　ひとくに　人国　　　　　　つきにひにけに　月に日に異に
　　しかすがに　然すがに　　　　　　　一なくに　（連語）　　　　　　　　ぬけに　（副）
　　　さすがに　（副）　　　　　　　　あかなくに　飽かなくに　　　　　　　のけに　退荷
　　　　たかに　高荷　　　　　　　　なけなくに　無けなくに　　　　　　　のけに　仰けに
　　ただちかに’直近に　　　　　　　　むなくに　空国　　　、　　　いやひけに　弥日異に
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　　　　むげに　無下に　　　　　　　にはもせに　庭もせに　　　　　　　　一までに　（連語）
　　　　乙ζに　絃に　　　　　　　はまもせに　浜もせに　　　　　　　　乙とに　殊に
　　　　そこに　其処に　　　　　　　たよせに手寄せに　　　　とてものことに　とてもの事に
　　　いとこに　従兄弟煮　　　　　　　きりぜに　切り銭　　　　　　　　きはことに　際ことに
　　わぎもこに　吾妹子に（枕）　　　　　ころぜに　洪武銭　　　　　　　　　つとに　夙に
　　　　　さに　さ丹　　　　　　　　　　　たに　商布　　　　　　　　　　ほどに　（接）
　　　ふすさに　（副）　　　　　　　　　だに駄荷　　　　　　　　　一ほどに　（接助）
　　　　まさに　正に　　　　　　　　　　一だに　（係助）　　　　　　　　ほとほとに　殆とに
　　　　まさに　将に　　　　　　　　一がたに　（接尾）　　　　　　かかるほどにかかる程に
　　　　　しに　死に　　　　　　　さるかたに　さる方に　　　　　一けるほどに　ける程に
　　　　あしに　葦荷　　　　　　　　　　くたに　苦胆　　　　　　　　　さるほどに　（接）
　あひたいじに　相対死に　　　　　　　さなきだに　（副）　　　　　　　　　　　なに　何
　　ほたえじに　ほたえ死に　　　　　　　ごたに　小谷　　　　　　　　　　あなに　（感）
　　　いきしに　生き死に　　　　　　　　さだに　（連語）　　　　　　　　　こなに　来なに
　　　ねζじに　根掘じに　　　　　したにしたに　下に下に　　　　　　　よしなに　（副）
　　　　しじに　繁に　　　　　　　　　　ただに　菅に　　　　　　　　　　ねじにに　寝死にに
　　あんじじに　案じ死に　　　　　　　したたに　（副）　　　　　　　　　とにに　頓に
　　　　たしに　（副）　　　　　　　　さらでだに　（副）　　　　　　　　　　つねに　常に
　　　たちじに　立ち死に　　　　　　さらぬだに　（副）　　　　　　　　　しのに　（副）
　　あつちじに　あつち死に　　　　　　あひだに　間に　　　　　　　こころもしのに　心もしのに
　　あふちじに　煽ち死に　　　　　　　　みたに　み谷　　　　　　　　　しののに　（副）
　　　　としに　（連語）　　　　　　　　　ゆたに　（形動連用）　　　　　　　　　はに　埴
　　いやとしに　弥年に　　　　　　ゆたにたゆたに　（連語）　　　　　　　　　あはに　（副）
　　　　なしに　無しに　　　　　　ゅたのたゆたに　（連語）　　　　　　　　　あはに　淡に
　　　　なじに　何に　　　．　　あらたあらたに　新た新たに　　　　　　　うはに上荷
われとはなしに　吾とはなしに　　　　　くらたに　くら谷　　　　　　　うみかはに　海川に
　　　なにしに　何しに　　　　　　　　をだに　小谷　　　　　　　　　さはに多に
　　　いぬじに　犬死に　　　　　　　　ばんいちに　万一に　　　　　　　　ものさはに　（枕）
よこさまのしに　横様の死に　　　　　うちうちに　内内に　　　　　　　　　しはに　底土
　　　　ひじに　干死に　　　　　　　　あながちに　強ちに　　　　　　　　　　ましばに　真屡に
　　いやましに　弥増・しに　　　　　　　　せちに　切に　　　　　　　　　やにはに　矢庭に
　　　やみじに　病み死に　　　　　　　ただちに　直ちに　　　　　いやとしのはに　弥年の端に
　　なからじに　半ら死に　　　　　　たちまちに　忽ちに　　　　　　　　　まはに　真赤土
　　　そらじに　空死に　　　　　　　いやをちに　弥をちに　　　　　・かへらばに　（副）
　いたづらじに　徒ら死に　　　　　　　なかっに　中っ土　　　　　　　　せんばに船場煮
　　　きりじに　切り死に　　　　いまのをつつに　今の現に　　　　　　一さかひに（接助）
　　こがれじに　焦がれ死に　　　　　　　はっに　初土　　　　　　　　　　ぜひに　是非に
　　かつゑじに　餓ゑ死に　　　　　　　　はつに　初荷　　　　　　　　　　つひに　終に
いやますますに　弥ますますに　　　　　　はっに　初に　　　　　　　　　しのびに忍びに
　　ひねもすに　終日に　　　　　　　　ふっに　（副）　　　　　1　ぜんあくふに善悪不二
　　　　せに　狭に　　　　　　　　　　ょろづに　万に　　　　　　　　　　　じふに十二
　　　　ぜに　銭　　　　　　　　　　っいでに　序に　　　　　　　　　　’はふに　胡粉
　　　さきぜに　先銭　　　　　　　　　　かてに　（連語）　　　　　　　　にふぶに　（副）
　こまひきぜに　駒牽き銭　　　　　　　一がてに　（連語）　　　　　　いやがうへに弥が上に
　　　ざくぜに　ざく銭　　　　　　　　まちかてに　待ちかてに　　　　　　あまがべに　天が紅
　　ひゃくぜに　百銭　　　　　　　　おれがでに　（副）　　　　　　　　　一さへに　（副助）
　　くろくぜに　九六銭　　　　　　　　わがでに　我がでに　　　　　　　一そへに　（副助）
　　　ごけぜに　後家銭　　　　　　　　　まさでに　正でに　　　　　　　　うつたへに　（副）
　　　びたぜに　億銭　　　　　　　　　　すでに　已に　　　　　　　　ことたへに　故に
　つるべぜに　連絹銭　　　　　　なみだかたてに　涙片手に　　　　　　　ひとへに　偏に
　みちもせに　道も狭に　　　　　　ただはてに　直泊てに　　　　　　　　なへに　並へに
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　　かんのべに　寒の紅　　　　　　　あめもよに　雨もよに　　　　　　おもふゑに思ふゑに
　　　つまべに　爪紅　　　　　　　　　　　らに　蘭　　　　　　　　かるがゆゑに　かるが故に
　　めのまへに　目の前に　　　　　　うらうらに　（副）　　　　　　　一ものゆゑに　（連語）
ちへにももへに　千重に百重に　　　　　一からに　（接助）　　　　　　　　あをに青丹
　　　のりべに　糊紅　　　　　　よるはすがらに　夜はすがらに　　　　　　うをに魚荷
　　　かんべに　寒紅　　　　　　　　　一てからに　（連語）　　　　　　　　　しをに　紫苑
　　　　　ぽに盆　　　　一ながらに（連語）　　　いきのをに息の緒に
　　　　おほに　大に　　　　　　　　　さくらに　桜煮　　　　　　　　　げんに現に
　　　　おほに　疎に　　　　　　　　　　さらに　更に　　　　　　　　　　しんに　心耳
　　いやとほに　弥遠に　　　　　　　なほさらに　尚更に　　　　　　　　　てんに　（副）
　　　　　まに　摩尼　　　　　　　　　　しらに　知らに　　　　　　　　じねんに　自然に
　　　　いまに　今に　　　　　　　　さかしらに　賢しらに　　　　　　　　ほんに　（副）
　　のけざまに　仰け様に　　　　　ものかなしらに　（副）、　　　　　　　めんめんに　面面に
　　おっさまに　追っ様に　　　　　　　一すらに　（連語）
　　おひさまに　追ひ様に　　　　　　　　だらに　陀羅尼
　　　　すまに　（連語）　　　　　そんしょうだらに　尊勝陀羅尼
　　てもすまに　手もすまに　　せんじゅのだらに千手の陀羅尼
　　こりずまに　懲りずまに　　　　　　　ひらに　平に
　　　ふとまに　太占　　　　　　　　しみらに　（副）
　　　まにまに　随に　　　　　　　　　　しめらに　（副）
　　　　ままに　儘に　　　　　　　　をとめらに　少女らに（枕）
　　かへらまに　（副）　　　　　　　　一ばかりに　（連語）
　　さしぐみに　（副）　　　　　　　いふばかりに　言ふばかりに
　　つまごみに　妻籠みに　　　　　いきをはかりに　息をはかりに
　　　　しみに　茂みに　　　　　　　　しきりに　頻りに
　　　ぬすみに　（副）　　　　　　　　　ひたぎりに　直切りに
　　　かたみに　互に　　　　　　　ひたぱしりに　直走りに
　　　　とみに　頓に　　　　　　　　みだりに　濫りに
　　おいなみに　老い次に　　　　　　　ただなりに　（副）
　　あしなみに　足並みに　　　　　　ただのりに　直乗りに
　　　しみみに　茂みみに　　　　　　　がらりに　（副）
　　　しゃみに　沙弥尼　　　　　　　一さへあるに　（連語）
　　はなゑみに　花咲みに　　　　　　　しかるに　然るに
　　しゃかむに　釈迦牟尼　　　　　　　　　さるに　（接）
　　なにせむに　何せむに　　　　　はからざるに　計らざるに
　　　かごめに　香籠めに　　　　　　めもはるに　目も遙に
　　　ねこめに　根込めに　　　　　　　　まるに　丸に
　　つまこめに　妻籠あに　　　　　　　　あれに　（代名）
　　いささめに　（副）　　　　　　　あかれあかれに　分かれ分かれに
　　　ななめに　斜あに　　　　　　　　　それに　（接）
　　　　ゆめに　夢に　　　　　　　　　　　こころに　心に
　ごひのおもに　恋の重荷　　　　　　　．ところに　所に
　　　さしもに　（副）　　　　　　　たちどころに　立ち所に
　　　とてもに　（連語）’　　　　　もそろもそろに　（副）
　　　　とも｝こ　共に　　　　　　　　　　　しどうに　（副）
　　いやともに　（副）　　　　　　　　いっとろに　（副）
　　もろともに　諸共に　　　　　　　　　　わに　鰐
　　　　あやに　（副）　　　　　　　　　あふさわに　（副）
　　　　　よに　世に　　　　　　　さわさわに　騒騒に
　　　よにょに　世に世に　　　　　　　　たゐに太為’爾
　　ゆきもよに　雪もよに　　　　　　　　そゑに　其故に
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　いつぎぬ　五衣　　　　　　　　　ひきかさぬ　引き重ぬ
　　　　ぬふたつぎぬ二つ衣たちかさぬたち重ぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　いつつぎぬ五つ衣　　　　　　　たちかさぬ裁ち重ぬ
　　　　　ぬ　沼　　　　　　　　　　きぬぎぬ　衣衣　　　　　　　　とりかさぬ　取り重ぬ
　　　　　ぬ野　　　　　　　うちいでのきぬ打ち出での衣　　　　　さねさぬ　さ寝さ寝
　　　　　ぬ　寝　　　　　　　　　うちでのきぬ　打ち出の衣　　　　　　　　ふさぬ　総ぬ
　　　　一ぬ　（助動）　　　　　　　ぬのぎぬ布衣　　　　　　　　　　しぬ死ぬ
　　　　　一ぬ　（助動連体）　　　　　　ひのぎぬ　日野絹　　　　　　　　　こひしぬ　恋ひ死ぬ
　　　　　ぬ一遭　　　　　　　　　うへのきぬ　上の衣　　　　　　　おもひしぬ　思ひ死ぬ
　　　　いぬ　犬（名）　　　まとはしのうへのきぬ　縫腋の抱　　　　　　　ゑひしぬ　酔ひ死ぬ
　　　　いぬ一犬（接頭）　　　あをいろのうへのきぬ　青色の上の衣　　　　　一やはせぬ　（連語）
　　　　いぬ戊　　　　　　　　いつへのきぬ五重の衣　　　　　　ないもせぬ　（連語）
　　　　いぬ寝ぬ　　　　　　あをずりのきぬ青摺りの衣　　　　　　　かたぬ　結ぬ
　　　　いぬ　往ぬ　　　　　　　かとりのきぬ　練の衣　　　　　　　　　たたぬ　畳ぬ
　　　おいぬ　御犬　　　　　　　　　かはぎぬ　皮衣　　　　　　こうにもたたぬ　功にもたたぬ
ぽんなうのいぬ　煩悩の犬　　　ひねずみのかはぎぬ　火鼠の裏　　　　　　．くりたたぬ　繰り畳ぬ
　　　こまいぬ　狛犬　　　　　　　　　なびきぬ　魔き寝　　　　　　　　　ゆだぬ　委ぬ
　　　　うぬ　己　　　　　　　　　　まひぎぬ　舞衣　　　　　　　　　　　ちぬ　茅淳
　　　きこえぬ　聞こえぬ　　　　　　あらひきぬ　洗ひ衣　　　　　　　　　　っぬ　角
　いのねらえぬ　寝の寝らえぬ　　　ときあらひぎぬ解き洗ひ衣　　　　　　　たつぬ尋ぬ
　　　　かぬ　兼ぬ　　　　　　　　　　うぶぎぬ　産衣　　　　　　　　　　一かてぬ　（連語）
　　　　一かぬ　（接尾）　　　　　　　ちぢぷぎぬ　秩父絹　　　　　　　　みがもてぬ　身が持てぬ
　　　たがぬ　（動）　　　　　　　　ひとへぎぬ　単衣　　　　　　　　　　　　はぬ　掻ぬ
　　　まちかぬ待ちかぬ　　　　　おりのべぎぬ織り延べ絹　　　ましゃくにあはぬ間尺に合はぬ
　　　つかぬ　束ぬ　・　　　　　　　　まきぬ　枕き寝　　　　　　　　　いはぬ　言はぬ
とってもつかぬ　（連語）　　　　　　　　あまぎぬ　雨衣　　　　　　　　　　　をへぬ　卒へぬ
　　とりつかぬ　取り束ぬ　　　　　　　うまぎぬ　馬衣　　　　　　しんまくにをへぬ　慎莫にをへぬ
　　てをつかぬ　手を束ぬ　　　　　　　たまきぬ玉衣　　　　　　　　ひきつぼぬ　引き局ぬ
　・おもひかぬ　思ひかぬ　　　　　　　　つまぎぬ　妻衣　　　　　　　うきぬしづみぬ　浮きぬ沈みぬ
　　　みかぬ　見かぬ　　　　　　　あこめぎぬ　相衣　　　　　　　　　　あらぬ　（連体）
　　　わがぬ　棺．ぬ　　　　　　　　　　もぎぬ　喪衣　　　　　　　　　さあらぬ　（連語）
　　　　きぬ衣　　　　　　　　　からぎぬ唐衣　　　　　　　あるにあらぬ有るにあらぬ
　　じだいぎぬ　時代絹　　　　　　　　　からぎぬ　唐絹　　　　　　　　一やはあらぬ　（連語）
はちぢゃうぎぬ　八丈絹　　　　　　　　ひらぎぬ　平絹　　　　　　あるにもあらぬ　有るにもあ
　　　あかぎぬ　赤衣　　　　　　　　　かりぎぬ　狩衣　　　　　　　　　　　　　　　　　らぬ
　　かがぎぬ　加賀絹　　　　　　むすびかりぎぬ　結び狩衣　　　　　　　　よからぬ　（連語）
　　　ときぎぬ　解き衣　　　　　　すりかりぎぬ　摺り狩衣　　　　　　　　　さらぬ　（連体）
　しほやききぬ　塩焼き衣　　　　　　　すりぎぬ　摺り衣　　　　　　　　一しらぬ　（終助）
　　あさぎぬ　麻衣　　　　　　　　　ねりぎぬ　練り絹　　　　　　　あすしらぬ　明日知らぬ
　　　あしぎぬ維　　　　　　　　　はりぎぬ張り衣　　　　めさすともしらぬ　目さすとも
　いだしぎぬ出だし衣　　　　　かはりぎぬ代はり絹　　　　　　　　　　　　　知らぬ
おしいだしぎぬ押しいだし衣　　むしのたれぎぬ虫の垂れ衣　　　　　　つらぬ連ぬ
　あらはしぎぬ　著はし衣　　　　　　　ぬれぎぬ　濡れ衣　　　　　　　かいつらぬ　かい連ぬ
　　　うすぎぬ　薄衣　　　　　　　　　　はれぎぬ　晴れ衣　　　　　　　　かきつらぬ　かき連ぬ
　　かたぎぬ　肩衣　　　　　　　　　くろぎぬ　黒衣　　　　　　　　おもひつらぬ思ひ連ぬ
　ぬのかたぎぬ　布肩衣　　　　　　　　しろぎぬ　白衣　　　　　　　えだをつらぬ　枝を連ぬ
　ゆふかたぎぬ　木綿肩衣　　　　　　とのゐぎぬ　宿直衣　　　　　　　そでをつらぬ　袖を連ぬ
はかまかたぎぬ　袴肩衣　　　　　　　　　いけぬ　（連語）　　　　　　　　えならぬ　（連語）
　　わたぎぬ　綿衣　　　　　　かざかみにおけぬ　風上に置けぬ　　　てまへのならぬ　手前のならぬ
　　　ちぎぬ　地絹　　　　　　　あやがぬけぬ　綾が抜けぬ　　　　　　あひならぬ　相成らぬ
　　　うちぎぬ　打衣　　　　　　　　　　　さぬ　さ寝　　　　　　　　こりゃならぬ　（連語）
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　　　かへらぬ　帰らぬ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からすがね　鳥金
　　　うまらぬ埋らぬね　らいせがね来世金　　　つまらぬ　（連語）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかね　高根
　　　しりぬ知りぬ　　　　　 ね子　　　　　 たがね飴　　　こもりぬ　隠り沼　　　　　　　　　　ね音　　　　　　　　　　たがね墓
あくちもきれぬ　あくちも切　　　　　　　　　ね　根　　　　　　　　　　あだかね　徒銀
　　　　　　　　　　　れぬ　　　　　　　　ね　峰　　　　　　　　　　いたがね板銀
　　かくれぬ　隠れ沼　　　　　　　　　　　一ね　（終助）　　　　　　　　　ちがね　地金
　　　おされぬ　（連語）　　　　　　　　　　一ね　（助動已然）　　　　　ひうちがね　火打ち金
おすにおされぬ　押すに押さ　　　　　　　　一ね　（助動命令）　　　　　　すちがね筋金
　　　　　　　　　　　れぬ　　　　ゆきあひあね　行き合ひ姉　　　　　いのちがね　命金
　　　えしれぬ　え知れぬ　　　　　　　　しゃうね　性根　　　　　　　　　　たつがね　鶴が音
　　　いはれぬ　言はれぬ　　　　　　いれじゃうね　入れ性根　　　　　　　　まっがね　松が根
　　　あられぬ　有られぬ　　　　　　きのえね　甲子　　　　　　　　みつかね水銀
　　　　わぬ　吾　　　　　　　　　　　　かね　金　　　　　　　　　　　てがね手金
　　かまわぬ　鎌輪奴　　　　　　　　　　かね　銀　　　　　　　　　　　てがね手鉄
　　　　ゐぬ　率寝　　　　　　　　　　　かね　鉦　　　　　　　　　　すてがね　捨て金
　　　いをぬ　寝を寝　　　　　　　　　　かね　矩　　　　　　　　　　すてがね捨て鐘
　　　たんぬ足んぬ　　　　　　　　　かね鐘　　　　　　　　　えどがね江戸金
　　をはんぬ　畢んぬ　　　　　　　　　　かね　鉄漿　　　　　　　　　しにがね死に金
　　　ふんぬ　盆怒　　　　　　　　　　　一がね　（終助）　　　　　　　ときのかね　時の鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あかね　茜　　　　　　　　　あけのかね　明けの鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かいがね　脾　　　　　　　ひゃくはちのかね　百八の鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　どうがね　胴金　　　　　　　ねよとのかね寝よとの鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ざとうがね　座頭金　　　　　　いりあひのかね　入相の鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　あくしゃうがね　悪性金　　　　　　　　　いはがね　岩が根
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかがね　高金　　　　　　きはきかねはかね　木は木銀は銀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はだかがね　裸金　　　　　　　　　かひかね　貝鉦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かきがね　懸金　　　　　　　　っかひがね遣ひ金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さきがね『洗金　　　　　　　　しまひがね　仕舞ひ金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　きさきがね　后がね　　　　　　　　　ゆびがね　指金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しきがね　敷き銀　　　　　　　　むかへがね’迎へ鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　たたきがね　敲き鉦　　　　　　　　のべがね　延べ金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　はばきがね　鋼金　　　　　　　　　　　まかね　真金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　やきがね　焼き金　　　　　　　　こまがね　細金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くがね　黄金　　　　　　　　　　みがね　身金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐそくがね　具足金　　　　　　　　　すみかね墨金
　　　　　　　　　　　　　　　　きんちゃくがね　巾着金　　　　　　　っつみがね包み金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かけがね　掛け金　　　　　　　　　めがね眼鏡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　なげがね　投げ金　　　　　　　　おめがね御眼鏡
　　　　　　　　　　　　　　　　からへなげがね　唐へ投げ金　　　　　　はやがね　早鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こがね　小鉄　　　　　　　あくしょがね悪所金1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こがね　黄金　　　　　　　　びぢょがね　びぢょ金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　むこがね　婿がね　　　　　　　　　あらがね　粗金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ささがね　笹が根　　　　　　　　　うらがね　裏金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あしがね　足金　　　　　　　　　からかね　唐金
　　　　　　　　　　　　　　　　　わたくしがね　私金　　　　　　　　　てらがね寺鐘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　けしがね　芥子金　　　　　　　　　かりがね　雁が音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さしがね差し金　　　　かりがね雁
　　　　　　　　　　　　　　　　　ててなしがね　父無し金　　　　　　はっかりがね　初1雇が音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふしかね　五倍子鉄漿　　　　　とほかりがね　遠雁．
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　　まがりがね曲がり金　　　　　もみちがさね紅葉襲　　　　　　しはすぎつね師走狐
　　きりかね　切り金　　　　　　　まつがさね　松重ね　　　　ひとつあなのきつね一つ穴の狐
　　きりがね　切り金　　　　　　うのはながさね　卯の花襲　　　　　　　　　くつね　（名）
　　しきりがね　仕切り銀　　　　　　ここのかさね　九重ね　　　　　　　　　　たつね　尋ね
　ほぞくりがね騰繰り金　　　　　　うはがさね　上襲　　　　　　　　　よのつね世の常
　　くさりがね腐り金　　　　　しゃうぶがさね菖蒲襲　　　　　いへばよのつね言へば世の常
　めくさりがね　目腐り金　　　　　いつへがさね　五重襲　　　　　いふもよのつね言ふも世の常
　　すりがね　摺り鉦　　　　　　ひとへがさね　単襲　　　　　　　　　　はつね初子
　　いちりがね　一里鐘　　　　　　　みへがさね　三重襲　　　　　　　　　はつね　初音
　へつりがね　へつり金　　　　　　うめがさね　梅襲　　　　　　　　　　　とね刀禰
ほんつりがね　本釣鐘　　　　　　あやめがさね　菖蒲襲　　　　　　　　　　しとね　菌
　　　とりがね　鳥が音　　　　　　さくらがさね　桜襲　　　　　　　　　　　なね　（名）
　　ねりがね練り鉄　　　　　　　しらがさね　白重ね　　　　　　　　　うなね頸根
　　わるがね　悪銀　　　　　　かいねりがさね　掻い練り襲　　　　　　　つなね綱根
　　　ぐうがね鉄、　　　　ひねりがさね捻り重ね　　　　いもなね妹なね
　　しろかね　銀　　　　　　　　こほりがさね　氷襲　　　　　　　　　　このね木の根
　　さをがね　竿金　　　　　　　　　．くさね　草根　　　　　　　　　　しのね羊蹄
だいじんがね大尽金　　　　　　　　　こざね　小札　　　　　　　　　もののね物の音
　　ちんがね　陣鐘　　　　　　　まらうとざね　客人実　　　　　　　　　やのね矢の根
　れんばんがね　連判銀’　　　　　　こがねざね　黄金札　　　　　　　　　　はね　羽
　　　　きね　（名）　　　　　　　つかひざね　使ひざね　　　　　　　　はね嬢ね
　　　　きね杵　　　　　きみざね君実　　　　　 一はね刎
　　　　きね　木根　　　　　　　　　　むざね　（名）　　　　　　　　．　いはね岩根
　　　いきね　息音　　　　　　　　　くろざね　黒核　　　　　　　　そこついはね底つ磐根
　　　うきね　浮き根　　　　　　　　　一しね　稲　　　　　　　　　　　かばね姓
　　　うきね浮き寝　　　　　おしね晩稲　　　　　 かばね屍
　まつのうきね松の浮き根　　　　　　　きしね岸根　　　　　　　　　しかばね屍
　かものうきね　鴨の浮き寝　　　　　　にきしね　和稲　　　　　　くさむすかばね草むす屍
　　　かきね　垣根　　　　　　　　　　けしね　飯米　　　　　　　　うさぎばね兎跳ね
　うっぎがきね　卯木垣根　　　　　　　たなしね　稲種　　　　　　　　　つきばね突き羽根
　　　てぎね　手杵　　　　　　　　　くましね　（名）　　　　　　　　　つくばね　筑波嶺
　　ももきね　（枕）　　　　　　　　みしね　み稲　　　　　　　　　たばね束ね
　うすからきね　臼から杵　　　　　　　うるしね　（名）　　　　　　かかあたばね鳴束ね
　　　　くね（名）　　　　　　　をしね小稲　　　　　　くさたばね草束ね
　　　すくね　宿禰　　　　　　　　　くすね　薬煉　　　　　　　いきのたばね息の束ね
　　　ざζね　雑魚寝　　　　　　　　　一こせね　（連語）　　　　　　きものたばね　肝の束ね
　　　　さね札　　　　　　そね硫　　　　ちょびたばねちょび束ね
　　　　さね核　　　　　　そね其根　　　　　かりばね（名）
　　　　さねさ寝　　　　　　　　　一そね　（連語）　　　　　　　　ひね晩稲
　　　　さね（副）　　　　　たね種　　　　　 しひね瘤
　　　一さね　（連語）　　　　　　　　　あだね　徒寝　　　　　　　　　　　たびね　旅寝
　　　　一ざね　（接尾）　　　　　　　　こだね　子種　　　　　　　　　しのびね忍び音
　　　かさね　重ね（名）　　　　　　　したね　下根　　　　　　　　　おもひね思ひ寝
　　　一かさね　重ね（助数）　　　　　おとしだね　落とし胤　　　　　　　　ころびね転び寝
　っいがさね　衝重ね　　　　　　　　うたたね　仮寝　　　　　　ぎゃうずいぶね行水船
こうばいがさね　紅梅襲　　　　　　　　ものだね　物種　　　　　　　　　　うぶね　鵜舟
　すはうがさね　蘇芳襲　　　　　　　　　やだね　矢種　　　　　　　　りんぼうぶね　輪宝船
　やなぎがさね柳襲　　　　　　　　ゆだね斎種　　　　　　　　さかぶね酒槽
　　きくがさね　菊襲　　　　　　　　　たらちね　垂乳根　　　　　　くらはんかぶね　食はんか船
　　したがさね下襲　　　　　　　　　　つね常　　　　　　　　　　うきふね　浮き舟
　ふちがさね　藤襲　　　　　　　　　　きつね　狐　　　　　　　　　　　かきぷね　牡蠣船
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　　　　せがきぷね　施餓鬼船　　　　　　のりのふね　法の舟　　　　　　　あまをぷね海人小舟
　　　けんざきぷね　剣先船　　　　　　　　いはふね　岩船　　　　　　　あからをぷね　赤ら小舟
　　　　　せきぷね　関船　　　　　　あまのいはふね　天の磐船　　　　あしがらをぷね　足柄小舟
　　　　　ひきふね　引き船　　　　　　　　しばぷね　柴舟　　　　　　あしかりをぷね葦刈り小舟
　　　　ちょきぷね　猪牙舟　　　　　　　おちばぷね　落ち葉舟　　　　　　しゅいんぷね朱印船
　さんじっこくぷね　三十石船　　　　　　　ひとはぶね　一葉舟　　　　　　こしゅいんぷね　御朱印船
　　　せんごくぷね　千石船　　　　　　　のりあひぷね　乗合舟　　　　　　たうじんぷね　唐人船
　　　　いけぷね　生け槽　　　　　　むかへぷね迎へ船　　　　　　　どうぼね胴骨
　　　　　かけぷね　掛け船　　　　　　つまむかへぷね　妻迎へ舟　　　　　　どしゃうぽね　ど性骨
　　　　あたけぷね　安宅船　　　　　　　だんべぷね　田兵衛船　　　　　　　　おほね　大根
　　　　　ぬけぷね　抜け舟　　　　　　　　しほぷね　潮船　　　　　　　つちおほね　土大根
　　　　　ひこぶね　引ζ船　　　　　　　　そほぷね　緒舟　　　　　　　　いきぽね　息骨
　　　　　ござふね　御座船　　　　　あけのぞほぷね　朱のぞほ船　　　　　　がきぽね　餓鬼骨
　　　ござござぷね　ござござ舟　　　　　　うつほぷね　空船　　　　　　　　　しげぼね　繁骨
　　　　し、さざぷね　紗船　　　　　　　　うつぼぷね　空穂船　　　　　　　　えだぼね　枝骨
　　　　　あしぶね　葦船　　　　　　　　　あまぶね　海人舟　　　　　　　　すぢぽね　筋骨
　てんりゅうじぷね　天龍寺船　　　　　　　　うまぶね　馬槽　　　　　　　　　　つぼね　局
　　　　つくしぶね　筑紫船　　　　　　　　こまぶね　高麗舟　　　　　　　　おつぼね　御局
　　　もろこしぶね　唐土船　　　　　　　あさづまぶね　朝妻船　　　　　　　　ながつぼね　長局
　　　　　はしぶね　端舟　　　　　　　　　とまぶね　苫舟　　　　　ながはしのっぽね　長橋の局
　　　　　めしぶね　召し船　　　　　　　　くるまぶね　車船　　　　　　　こせちのつぼね　五節の局
　　　いはくすぶね　岩樟船　　　　　　　てんまぶね　伝馬船　　　　　　　　うへつぼね　上局
あまのいはくすぶね　天の岩樟船　　　　　　あみぶね網船　　　　　　うへのみつぼね上の御局
と．りのいはくすぶね　鳥の岩樟船　　　　　　たたみぷね　畳み船　　　　　　　　おとぽね　音骨
　　　　たかせぷね　高瀬舟　　　　　　しばづみぷね　柴積み舟　　　　　　　かはほね　川骨
　　　　すがたぷね・姿舟　　　　　　　　　ともぷね　友船　　　　　　　　　こめぽね　籠め骨
　　　　やかたぷね　屋形船　　　　　　　　ももふね　百船　　　　　　　　　えらぼね　（名）
　　　　ひらたぷね　平田舟　　　　　　　　　ちゃぷね　茶船　　　　　　　　　　くらぽね　鞍骨
　　　　まるたぷね　丸太舟　　　　　　　　はやぶね　早船　　　　　　　　かぶらばね蕪骨
　　　　　　ちふね　千船　　　　　　　　　　ゆぷね　湯船　　　　　　　　ひばりぽね雲雀骨
　　　　　もちぷね　餅舟　　　　　　　　くわしょぷね　過所船　　　　　　　　　しまね　島根
　　　　　つぶね　（名）　　　　　　しらかはよふね　白川夜船　　　　　　やまとしまね　大和島根
　　　　おきつふね　沖っ船　　　　　　　　からふね　唐船　　　　　　うきよものまね　浮き世物真似
　　　　すてぷね　捨て舟　　　　　　　たからぷね　宝船　　　　　　　　こわまね声真似
　　あまのすてぷね　海人の捨て舟　　　　　まつらぷね　松浦船　　　　　　　　　　みね　峰
　　　　いつてぷね　伊豆手船　　　　　　かかりぷね　掛かり船　　　　　　　ひそみね　潜み音
　　　　　えどぶね　江戸船　　　　　　　　もかりぷね　藻刈り船　　　たいこ
　　　　　もとぷね　本船　　　　　　　　てぐりぷね　手繰り船　　　　んりゃうぶのみね　胎金両部の峰
　　　　　いなふね　稲舟　　　　　　　　いざりぷね　漁り船　　　　　　　くものみね　雲の峰
　　　　うはにぶね　上荷船　　　　　　　くだりぷね　下り舟　　　　　　　　　をみね小峰
　　　わたりにふね　渡りに舟　　　　あまのつりぷね　海人の釣舟　　　　　　　　むね　旨
　　　　やねぶね　屋根船　　　　　　　　ひるふね　昼船　　　　　　　　　　　むね　宗
　　　ぐぜいのふね　弘誓の船　　　　　　　うかれぷね　浮かれ船　　　　　　　　　むね　胸
　　ももさかのふね　百積の船　　　　　　こがれぷね　焦がれ舟　　　　　　　　むね棟
　　　　つきのふね　月の舟　　　　　　　　くろふね　黒船　　　　　　　　　すずむね　錫むね
　　　　つくのぶね舶　　　　　をぷね小舟　　　　 とむねと胸
　　　　よつのふね　四つの船　　　　　あしわけをゑね　葦分げ小舟　　　　　　　かやね　茅根
　　　ちかひのふね　誓ひの船　　　　　　　　さをぷね　さ小舟　　　　　　とりぷきやね　取り葺き屋根
　　　っはものぶね　兵船　　　　　　　たななしをぷね　棚無し小舟　　　　　きりづまやね　切妻屋根
　　はんにゃのふね　般若の船　　　　　　すてをぷね捨て小舟　　　　　かきがらやね蠣殼屋根
　　　　からのふね　唐の船　　　　　　あまのをぷね　海人の小舟　　　　　　　まゆね　眉根
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　　　　よね米　　　　　　　　　　　 、うもれぎの埋もれ木の（枕）　　　　よね女郎の　いくの生野　しらげよね精げ米　　　　　　　　　　　　　　 　　　　すのこんにゃくの　酢の商蕩の
　　　ζよね　（名）　　　　　　　　　　　の　箆　　　　　　　　　こもりくの　隠り口の（枕）
　　かしよね　裸米　　　　　　　　　　　　一の　（終助）　　　　　　　　　かげの　陰野
たいらうのよね　大根の米　　　　　　　　　一の　（格助）　　　　　　　くさかげの　草陰の（枕）
　あらひよね　洗ひ米　　　　　　　　　　　一の　（格助）　　　　　　やっとかけの　（感）
　　　まよね　眉根　　　　　　　　　　　　の一野　　　　　　　　　　うまさけの　旨酒の（枕）
　　　そらね　空音　　　　　　　　　　　一の　幅　　　　　　　　　　　しげの繁野
　　　そらね　空寝　　　　　　　　　　　　　の一荷　　　　　　　　　　やますげの　山菅の（枕）
　とりのそらね　鶏の空音　　　　　　　　　あの　彼の　　　　　　　　　しらすげの　白菅の（枕）
　　　つらね連ね　　　　　　　　　一いの　（終助）　　　　　　さきたけの割き竹の（枕）
　　　かりね　刈り根　　　　　　　　　おいの　（感）　　　　　　　　さすたけの　刺す竹の（枕）
　　　かりね　仮寝　　　　　　　　　　さいの　（感）　　　　　　　　かはたけの　河竹の（枕）
あしのかりね　芦の仮寝　　　　　　　一ぞいの　（連語）　　　　　　　なゆたけの萎竹の（枕）
　　　まるね　丸寝　　　　　　　　なんといの　何といの　　　　　　　なよたけの弱竹の（枕）
たびのまるね　旅の丸寝　　　　　　なんのいの　何のいの　　　　　　　くれたけの　呉竹の（枕）
　　わすれね忘れ音　　　　　　さればいの　（感）　　　　　　　　やけの焼け野
　　　いうね　（名）　　　　　　　　　　やいの　（感）　　　　　　　　　　　この　此の
　　こころね　心根　　　　　　　　　れいの　例の　　　　　　　　　　ここの一九の
　　　まうね　丸寝　　　　　　　　一わいの　（終助）　　　　　　　これぞこの此そこの
　こきしひゑね　（連語）　　　　　　　かげろうの　陽炎の（枕）　　　　　　しのこの　四の五の
　こきだひゑね　（連語）　　　　　　　　おのおの　各　　　　　　　　　　あまびこの　天彦の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かの　彼の　　　　　　　　たまほこの玉］牟の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一がの　（連語）　　　　　　　これやこの　此やこの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さがの　嵯峨野　　　　　　　　　いよこの　（感）
　　　　　　　　　　　　　　　　　さをしかの　小牡鹿の（枕）　　　　　みどりζの　嬰児の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすがの　春日野　　　　　　　やれこの（感）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たかの　鷹野　　　　　　　　　　　　さの　佐野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　わつかの　僅かの　　　　　　　　　あさの　浅野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかの　中の　　　　　　　　ぬえくさの　萎草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　くさぷかの　草深野　　　　　　　　わかくさの若草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あしかきの　葦垣の（枕）　　　　　あきくさの秋草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　みつがきの　瑞垣の（枕）　　　　　さきくさの　三枝の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　たまがきの　玉垣の（枕）　　　　　つきくさの　月草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　かみがきの　神垣の（枕）　　　　　にこぐさの和草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あらがきの　荒垣の（枕）　　　　　なつくさの　夏草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　みつくきの　水茎の（枕）　　　　　ふゆくさの　冬草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　たましきの　玉敷きの（枕）　　　　はるくさの春草の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ももしきの　百敷きの（枕）　　　　たまつさの玉章の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あさつきの　朝月の（枕）　　　　　なぐるさの　投ぐる矢の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　もちつきの　望月の（枕）　　　　　　　　　しの　篠
　　　　　　　　　　　　　　　　　つがのきの　栂の木の（枕）　　　ことひうしの特負牛の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あきはぎの．秋萩の（枕）　　　　　　むさしの　武蔵野
　　　　　　　　　　　　　　　　　あしひきの　足引きの（枕）　　　　いゆししの　射ゆ猪の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　まよびきの　眉引きの（枕）　　　　　　あだしの　徒し野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　みやぎの　宮城野　　　　　　　　たらちしの垂乳しの（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あをやぎの　青柳の（枕）　　　　　いはばしの石橋の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　ふるゆ・きの　降る雪の（枕）　　　　あかぼしの　明星の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　あわゆきの　淡雪の（枕）　　　　　はふくずめ延ふ葛の（枕）
　　　　　　　　　　　　　　　　　こゆるぎの　小余綾の（枕）　　　　あきかぜの　秋風の（枕）
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　　　かみかぜの　神風の（枕）　　　　　　たかどの　高殿　　　　　　　　　　よどの　夜殿
　　　かむかぜの　神風の（枕）　　　　　　ながとの　長殿　　　　　　　　ろくはらどの　六波羅殿
　　　たぎつせの　渡つ瀬の（枕）　　　　　わかとの　若殿　　　　　　　　　かりどの　仮殿
　　　　　　その　園　　　　　　　　　　　きどの　綺殿　　　　　　　　　つりどの釣殿
　　　　　　その　其の　　　　　　　　　たきどの　滝殿　　　　　　　きのまるどの木の丸殿
　　　　　なぞの　何ぞの　　　　　　　　ねぎどの　禰宜殿　　　　　　　やひろどの　八尋殿
　　　　なにその　何ぞの　　　　　　　みくしげどの　御厘殿　　　　　　きのまうどの　木の丸殿
　　　しかのその　鹿の苑　　　　　　　　　こどの　故殿　　　　　　　　このまうどの　木の丸殿
　　　たけのその　竹の園　　　　　　　わざとの態との　　　　　　　　わどの和殿
　　ことばのその　言葉の園　　　　　　　　ぬしどの　主殿　　　　　　　　　　　しなの　信濃
　　　なんのその　何のその　　　　　　　はしどの　橋殿　　　　　　　　　せなの夫なの
　　　　　みその　御園　　　　　　　　　　くすどの　薬殿　　　　　　　　　いはつなの　岩つなの（枕）
　　　なのりその　（枕）　　　　　　　　　ほそどの　細殿　　　　　　　　　　はなの　花野
　　　　　かたの　交野　　　　　　　　　きたどの　北殿・　　　　　　　うのはなの　卯の花の（枕）
　　　ひさかたの　久方の（枕）　　　　いみはたどの　斎服殿　　　　　　　ゆふはなの　木綿花の（枕）
　　　はふつたの　延ふ蔦の（枕）　　　　　わたどの　渡殿　　　　　　　　はるはなの春花の（枕）
　　　あをはたの　青旗の（枕）　　　　　　うちどの　打ち殿　　　　　　　　　　にの布
　　　　　ふたの　二幅　　　　　　　　　つちどの　土殿　　　　　　　　　　　にの　蓑
　　　　　いちの　一の　　　　　　　むうまちどの　室町殿　　　　　　　ささがにの細蟹の（枕）
　　　だいいちの　第一の　　　　　　　　してどの　仕手殿　　　　　　　つのくにの　津の国の（枕）
　　　おほくちの　大［コの（枕）　　　まつりごとどの　政殿　　　　　　　　からくにの韓国の（枕）
　　　　　こちの　此方の　　　　　　　　おにどの　鬼殿　　　　　　　　　なにの何の（連語）
　　　やきたちの　焼き大刀の耽）　　　　かうのとの　かうの殿　　　　　　　　　なにの　何の（連体）
　　　　　べちの　別の　　　　　　　　かぜのとの　風の音の（枕）　　　　　　　ぬの布
　　　　　　つの　綱　　　　　　　　　よるのとの　夜の殿　　　　　　　　ときぎぬの解き衣の（枕）
　　　　たかつの高角　　　　　　　かんのとのかんの殿　　　　　　つきぬの調布
　　　　たくつの　拷綱　　　　　　　　　　ゆばどの　弓場殿　　　　　　　　たまきぬの玉衣の（枕）
　　　　あしつの　葦角　　　　　　　　　ひとの人の　　　　　　　ありきぬの　あり衣の（枕）
　　　なくたつの　鳴く田鶴の（枕）　　　　　　ひどの　械殿　　　　　　　　　　たくぬの　拷布
　　　あしたつの　葦田鶴の（枕）　　　　　あひどの　相殿　　　　　　　　ほそぬの細布
　　　やまたつの　山たつの（枕）　　　　さつひとの　猟人の（枕）　　　けふのほそぬの狭布の細布
　　　あしつつの　葦筒の（枕）　　　　　　ぬひどの　縫殿　　　　　　　　　ふとぬの　太布
　　　ゆふつづの　夕星の（枕）　　　　　おほひどの　大炊殿　　　　　　　　さいめぬの　細目布
　　　　　なつの　夏野　　　　　　　　いめひとの　射目人の（枕）　　　　こもりぬの　隠り沼の（枕）
　　　いそまつの　磯松の（枕）　　　　　　　ふどの　文殿　　　　　　　　かくれぬの　隠れ沼の（枕）
　　　ゆくみつの行く水の（枕）　　　かなへどの鼎殿　　　　　　　たれぬの垂れ布
　　　　こもつの　菰角　　　　　　　　　にへどの　賛殿　　　　　　　　すずがねの鈴が音の（枕）
　　　あぶらつの　油角　　　　　　　　　はらへどの　祓へ殿　　　　　　　　まつがねの松が根の（枕）
　　　ζもりつの　隠り処の（枕）　　　　　おほとの　大殿　　　　　　　　あらがねの粗金の（枕）
　　　ふくろつの　袋角　　　　　　　　あるほどの有るほどの　　　　　たらちねの垂乳根の（枕）
　　　　　さての　（連語）　　　　　　　　たまどの　玉殿　　　　　　　　すがのねの菅の根の（枕）
　　　ゆふしでの　木綿四手の耽）　　　　　たまどの　霊殿　　　　　　　　　あしのねの　芦の根の（枕）
　　　はしたての　梯立ての（枕）　　　　いつみどの　泉殿　　　　　　　　　くずのねの　葛の根の（枕）
　　　　せめての　（連語）　　　　　　たまのみとの　玉の御殿　　　　　　こぐふねの漕ぐ舟の（枕）
　　　ζうもでの　衣手の（枕）　　　　　　ふみとの　文殿　　　　　　　　ゆくふねの行く舟の（枕）
　　　　　　との殿　　　　 をさめどの納め殿　　　 おほぷねの大船の（枕）
　　　　こあどの　小安殿　　　　　　　　そめどの　染め殿　　　　　　　　しほぷねの　潮船の（枕）
　　　かたいとの　片糸の（枕）　　　　　ひのもとの　日の本の（枕）　　　　ももしのの　百小竹の（枕）
　　　おほいどの　大殿　　　　　　　　　　ゆどの　湯殿　　　　　　　　たくつのの拷綱の（枕）
おほきおほいどの　太政大臣　　　　　　　おゆどの　御湯殿　　　　　　　　一ものの（接助）
　　　　さかどの　酒殿　　　　　　　　　みゆどの　御湯殿　　　　　　あののものの　（連語）
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　あきはものの　秋はものの　　　　　なるかみの　鳴る神の（枕）　　　　　　おもの　御物
　　ゆくかはの行く川の（枕）　　　くろかみの黒髪の（枕）　　　ゐぎのおもの威儀の御膳
　　やまがはの　山川の（枕）　　　　　おほきみの　大君の（枕）　　だいしゃうじのおもの　大床子の御膳
　　　ここはの　此処はの　　　　　　うつせみの　現人の（枕）　　　　　　．一がもの　（連語）
　　ならしばの　楢柴の（枕）　　　うきにしづみの　浮きに沈みの　　　　　　あがもの　膜物
　　たちそばの　立楓稜の（枕）　　　　しくなみの　頻く波の（枕）　　　　　いがもの　伊賀者
　　ははそばの　柞葉の（枕）　　　　　ささなみの　小波の（枕）　　　　むざうかもの　むざうか者
　　　　ちぱの　千葉の（枕）　　　　　ふちなみの　藤波の（枕）　　　　　ふうがもの　風雅者
　　もみちばの　黄葉の（枕）　　　　　たつなみの　立つ波の（枕）　　　　あしがもの　葦鴨の（枕）
　　たくなはの　拷縄の（枕）　　　　　　しらなみの　白波の（枕）　　　　　したたかもの　したたか者
　　ねぬなはの　根ぬなはの（枕）　　　　かしのみの　樫の実の（枕）　　　　　ひがもの　僻者
　　あきのはの　秋の葉の（枕）　　　　ちちのみの　乳の実の（枕）　　　すくやかもの　健やか者
　　くずのはの　葛の葉の（枕）　　　　なまよみの　（枕）　　　　　　　　　ゆかもの　由加物
　　まつのはの　松の葉の（枕）　　　　かくれみの　隠れ蓑　　　　　　やはらかもの　柔らか物
　　ともしびの　燈し火の（枕）　　　　　　あめの　天の　　　　　　　　　あきもの　商物
　　　とぷひの　飛ぷ火野　　　　　　　　しめの　標野　　　　　　　　　ききもの　利き者
　　いざりびの　漁り火の（枕）　　　　すみぞめの　墨染めの（枕）　　　　　ききもの　聞き物
　　かやりびの　蚊遣り火の（㈹　　　　いなのめの　（枕）　　　　　　　おさきもの　御先者
　　　はるひの春日の（枕）　　　　しののめの篠の芽の（枕）　　　　あしきもの悪しきもの
　　かぎろひの　陽炎の（枕）　　　　　しののめの　東雲の（枕）　　　　　ひしきもの　引敷き物
　　　　うぶの　産の　　　　　　　　　　もの物（名）　　　　　　　すきもの　好き者
　　あさちふの　浅茅生の（枕）　　　　　　一もの　物（終助）　　　　　　　すぎもの　過ぎ者
　　もののふの　武士の（枕）　　　　　　　．もの＝物（接頭）　　　　　　たきもの　薫き物
　　うつゆふの　虚木綿の（枕）　　　　くがいもの　公界者　　　　　　あはせたきもの　合はせ薫き物
　　しきたへの　敷き妙の（枕）　　　　わかいもの　若い者　　　　　　　はたきもの　はたき物
　　あらたへの　粗拷の（枕）　　　　　しさいもの　仔細者　　　　　　　そらだきもの　空薫き物
　　しろたへの　白拷の（枕）　　　　せんざいもの　前栽物　　　　　　　　かづきもの　被き物
　　　とりべの　鳥部野（枕）　　　　　きずいもの　気随者　　　　　　　　けっきもの　血気者
　　　　　ほの一灰　　　　　　じだいもの時代物　　　　　みつきもの調物
　　　　おほの　大野　　　　　ζころ　　　　　　心の直にな　　　　　　　ひきもの　引き物
、　あさがほの　朝顔の（枕）　　のすぐにないもの　　　　　い者　　　　　　ひきもの　弾き物
　　　あけぼの　曙　　　　　　　　ふうらいもの　風来者　　　　　　だいひきもの　台引き物
　　　ほのぼの　灰灰　　　　　　　わうらいもの　往来物　　　　　　　　ふきもの　吹き物
　　　　あまの　天の　　　　　　　　　しろいもの　白い物　　　　　　　　かぶきもの　歌舞伎者
　　　　いまの　今の　　　　　　　りょぐわいもの　慮外者　　　　　　　　　まきもの　巻き物
　　　　くまの　熊野　　　　　　あんぐわいもの　案外者　　　　　　　　ゑまきもの　絵巻き物
　　しきしまの　磯城島の（枕）　　　さうしうもの　相州物　　　　　　　やきもの　焼き物
　　あはしまの　粟島の（枕）　　　　　　せうもの　抄物　　　　　　　　むらきもの　群肝の（枕）
　　おほしまの　大島の（枕）　　　しゃうだうもの　正道者　　　　　　　しろきもの　白き物
　　うばたまの　鳥羽玉の（枕）　　　わうだうもの　横道者　　　　　　　ぐんきもの軍記物
　　ぬばたまの　射干玉の（枕）　　　　　へうもの　俵物　　　　　　　　　だんぎもの　談義物
　　むばたまの　（枕）　　　　　　あくしゃうもの　悪性者　　　　　いちざいっくもの　一座一句物
　　あらたまの　新玉の（枕）　　　　まじゃうもの　真情者　　　　　　　　きどくもの　奇特者
　　むらたまの　（枕）　　　　　　しんじゃうもの　進上物　　　　　　　　　ばくもの　摸物
　　あきやまの　秋山の（枕）　　　せんしゃうもの　僧上者　　　　　　　しつはくもの　質朴者
　　おくやまの　奥山の（枕）　　　しんちゅうもの　心中者　　　　　　　あまくもの　天雲の（枕）
　　　　　みの　蓑　　　　　　　しんちゅうもの　心中物　　　　　　　なみくもの　波雲の（枕）
　　　　　みの　三幅　　　　　ぷしんちゅうもの．不心中者　　　　　こしゃくもの　小癌者
　　　　　みの　美濃　　　　　　　　　　えもの　得物　　　　　　　　わやくもの　わやく者
　　　かがみの　加賀蓑　　　　　　　　あえもの　（名）　　　　　　　のうらくもの　能楽者
　　あさがみの　朝髪の（枕）　　　　　　　おもの　御膳　　　　　　　　　しらくもの　白雲の（枕）
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　　　　どろくもの　どろく者　　　　よしなしもの由無し物　　　　　みがちもの身勝ち者
　　　あをくもの　青雲の（枕）　　　　　いぬじもの　犬じもの　　　　　　　たちもの断ち物
　　　ときあけもの　解き明け物　　　　　　まはしもの　廻し者　　　　　　　あっちもの　彼方者
　　　　　いけもの　生け物　　　　　　ならはしもの　慣はし物　　　　　　ほんぢもの　本地物
　　　へうげもの　剥軽者　　　　　　　　ふしもの　賦し物　　　　　　　　あつもの莫
　　　　かけもの　懸け物　　　　　　　　かへしもの　返し物　　　　　あかざのあつもの嘆の望
　　　　しかけもの　仕掛け物　　　　　　なほしもの　直し物　　　　　　かうかつもの’交割物
　　　　ひかげもの　日陰者　　　　　　　　まじもの　轟物　　　　　　　　おきつもの沖つ藻の（枕）
　　　　　きけもの　利け者　　　　　　　うましもの　美し物（枕）　　　　　おくつもの奥つ物（枕）
　　　　　さげもの　提げ物　　　　　　　うまじもの　馬じもの　　　　　はたけつもの畑っ物
　　　　ささげもの　捧げ物　　　　　　　　　めしもの　召し物　　　　　　　　はたつもの　畑つ物
　　　　　そげもの　（名）　　　　　　　ためしもの　試し物　　　　　　　たなつもの穀
　　　おいそけもの　老い退け者　　　　　　かもじもの　鴨じもの　　　いつ　　　　　　　五種の種つ
　　　　　っけもの　付け物　　　　　　　　はやしもの　難子物　　　　　くさのたなつもの　　　　　もの
　　　　うつけもの　空け者　　　　　　　ひやしもの　冷やし物　　　いつつのたなつもの五っの種っもの
　　　　かつけもの　被け物　　　　　　　つゆしもの露霜の（枕）　　　　　くにつもの国つ物
はうべんのつけもの　放免の付けもの　　　　さらしもの　晒し者　　　　　　　かひつもの貝つ物
　　　　　でけもの　出来物　　　　　　　とりじもの　鳥じもの（枕）　　　をりびつもの折り櫃物
　　　　けなげもの　健気者　　　　　　　　をしもの　食し物　　　　　　そうぶつもの　贈物もの
　　　　たはけもの　戯け者　　　　　　　きさんじもの　気散じ者　　　　　　　みつもの三つ物
　　　　　ひけもの　引け物　　　　　　　　うすもの　薄物　　　　　　　　　みつもの水物
　　　　　まげもの　曲げ物　　　　　　　じゃうずもの　上手者　　　　　　　　ためつもの　ためつ物
　　　　　わげもの　棺げ物　　　　　　　　いかずもの　いかず物　　　　　　　　よつもの　四つ物
　　　へんげもの　変化物　　　　　　　いっすもの　一種物　　　　　しゃうぐわつもの　正月物
　　　　　　こもの　小物　　　　　　　おほはずもの　大筈者　　　　　くわんくわつもの寛潤者　　　．
　　　　　　こもの　小者　　　　　　　　ならずもの　ならず者　　　　　ひきいでもの　引出で物
　　　　　　こもの　籠物　　　　　　　　　　せもの　施物　　　　　　　　　えてもの　得手物
　　　ふかくこもの　不覚悟者　　　　　　　　うせもの　失せ物　　　　　　　ひきでもの　引出物
　　　　たちζもの　立ち鴨の（枕）　　　　　えせもの　似非物　　　　　むごひきでもの婿引出物
　　　けのにこもの　毛の柔物　　　　　　　かせもの　体者　　　　　　　　　すてもの捨て物
　　　　かりこもの　刈り菰の（枕）　　　　　くせもの　曲者　　　　　　　　　たてもの立て物
　　　　きがさもの　気嵩者　　　　　　　　かぶせもの　被せ物　　　　　　　　　たてもの　立て者
　　　　　のさもの　のさ者　　　　　　　　　いそもの　磯物　　　　　　　　　　なでもの　撫で物
　　　はたのさもの　鰭の狭物　　　　　　ひそひそもの　（名）　　　　　　　　　えどもの江戸者
　　　　　わざもの　業物　　　　　　　　　あだもの　徒物　　　　　　　　　こともの　異物
　　　　　　しもの、仕物．　　　　　　　たのうだもの　頼うだ者　　　　　　　ひともの一物
　　　　　一じもの　（接尾）　　　　　　　　かだもの　かだ者　　　　　　　　　ふともの　太物
　　　　さうじもの　精進者　　　　　　　　やかたもの　屋形者　　　　　　　おほともの　大伴の（枕）
　　　　　おしもの押し物　　　　　　　くだもの果物　　　　　　　かなもの金物
　　　　ゆきじもの　雪じもの　　　　　　くさくだもの　草果物　　　　　　　さがなもの　さがな者
　　　わたくしもの　私物　　　　　　　　　　したもの　下物　　　　　、　　すそがなもの　裾金物
　　　　とこじもの　床じもの　　　　　　　はしたもの　端者　　　　　　　　はかなもの　（名）
　　　をとこじもの　男じもの　　　　　　　ただもの　唯物　　　　　　　しらがなもの　白金物
　　　　　さしもの　指し物　　　　　　　ただもの　（副）　　　　　　しろがなもの白金物
　　　　　さしもの　挿し物　　　　　　　ひったもの　（訓　　　　　　　　しなもの品物
　　　　あさしもの　朝霜の（枕）　　　　　　はたもの機物　　　　　　　　　そなもの　ぞな者
　　　はたさしもの　旗差し物　　　　　さかはたもの　逆機物　　　　　　　　たなもの店者
　　　　ししじもの　鹿じもの（枕）　　　　　ひたもの　直物　　　　　　　　　おたなもの　御店者
　　　　　せじもの　世辞者　　　　　　　またもの又者　　　　　　　　はなもの花物
　　　っきだしもの　突き出レ者　　　　　　　ぢもの　地者　　　　　　　　あぶなもの危な物
　　　　　なしもの　（名）　　　　　　　　うちもの　打ち物　　　　　　　　くにもの国者
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　　　　おくにもの　御国者　　　　　　　あへもの　蛮へ物　　　　　　ざんぎりもの散切り物
　　　　　なにもの　何物　　　　　　　　　かかへもの　抱へ者　　　　　　　　くくりもの　括り物
　　　　　なにもの　何者　　　　　　　　よそへもの　寄そへ物　　　　　　まさぐりもの　弄り物
　　　　あらぬもの　（連語）　　　　　　　まもの　（名）　　　　　　　つくりもの作り物
　　　　　すねもの　拗ね者　　　　　　　あまもの　甘物　　　　　　　はしりもの走り者
　　　おたつねもの　御尋ね者　　　　　　　しまもの　島物　　　　　　　　　かたりもの　語り物
　　　　　はねもの　跳ね者　　　　　　　　なまもの　生物　　　　　　ひとくだりもの一行物
　　　　　　のもの　野者　　　　　　　　　　みもの　見物　　　　　　　　すたりもの廃り物
　　　　だいのもの　台の物　　　　　　　はさみもの　挾み物　　　　　　　すたりもの廃り者
　　　　かうのもの　剛の者　　　　　　いれずみもの　入れ墨者　　　　　　ねだりもの強請者
　　　ぢゃうのもの　定の者　　　　　　　つつみもの　包み物　　　　　　　わたりもの渡り物
　　　　つぎのもの　次の者　　　　　　しらなみもの　白浪物　　　　　　とっちりもの　とっちり者
　　　　ときのもの　時の物　　　　　　　　はみもの　食み物　　　　　　　けづりもの削り物
　　　　ごくのもの　曲の物　　　　　　　ながめもの　眺め物　　　　　　たてまつりもの奉り物
　　　しゅくのもの　宿の者　、　　　、　おためもの　御為者　　　　　　　　とりもの採り物
　　　　こしのもの　腰の物　　　　　　くひつめもの　食ひ詰め者　　　　としとりもの年取り物
　　　　うちのもの　内の者　　　　　　　　なめもの　無礼者　　　　　　　ぼっとりもの　ぼっとり者
　じゃうにちのもの　上日の者　　　　　　　こやもの　小屋者　　　　　　　なりもの生り物
　　　　みちのもの　道の者　　　　　　がむしゃもの　我武者者　　　　　　　なりもの　鳴り物
　　　　　てのもの　手の者　　　　　　　めぢゃもの　妻ぢゃ者　　　　　　　ねりもの練り物
　　　　ちとのもの　堆兎の者　　　　　　いとやもの　糸屋物　　1　　　　　ねりもの　煉り物
　　　　あひのもの　間の物　　　　　　　ちゃやもの　茶屋者　　　　　　　　ねりもの　選り物
　　　　とびのもの　鳶の者　　　　　　　ふろやもの　風呂屋者　　　　　　　　のりもの　乗り物
　　　しのびのもの　忍びの者　　　　　　てんやもの　店屋者　　　　　　　　　のりもの　賭物
　　　　あみのもの　網のもの　　　　　でんじゅもの　伝授物　　　　　　らくのりもの楽乗り物
　　　　かりのもの　（名）　　　　　　　　とこよもの　常世物　　　　　　あしののりもの　足の乗り物
　　　　よるのもの　夜の物　　　　　　ざいしょもの　在所者　　　　てのやっ　　　　　手の奴足の
　　　ながれのもの　流れの者　　　　　　　あらもの　荒者　　　　　　こあしののりもの　　　乗り物
　　　　・こはもの　恐物　　　　　　　けのあらもの　毛の麓物　　　　　あみのりもの網乗り物
　　　　はすはもの　蓮葉者　　　　　　　　　からもの　唐物　　　　　　　じゃうはりもの　情張り者
　　　　うちぱもの　内端者　　　　　　　　からもの　乾物　　　　　　　しっばりもの　（名）
　　　　　つはもの　兵　　　　　　　　　くらもの　暗者　　　　　　　がにはりもの　我に張り者
　　　　うつはもの　器もの　　　　　　　かづらもの　璽物　　　　　　　　かぷりもの被り物
　　　ふるづはもの　古兵　　　　　　いたづらもの徒ら者　　　けんくわはふりもの喧嘩は降り
　　　はすのはもの　蓮の葉者　　　　　　　どらもの　放蕩者　　　　　　　　　　　　　　　　もの
　　　　あをばもの　青葉者　　　　　　　かはらもの　河原者　　　　　　　とほりもの　通り者
　　　　　あひもの　相物　　　　　　　だんびらもの　段平物　　　　　　　　　もりもの　盛り物
　　　のりかひもの　糊かひ物　　　　　　　しゅらもの　修羅物　　　　　　　　はやりもの’流行物
　　　くちくひもの　日食ひ物　　　　　　へうりもの　表裏者　　　　　　　　まゐりもの　参り物
　　　　かこひもの　囲ひ者　　　　　　　　　おりもの　織物　　　　　　　　　　かるもの　軽物
　　　　あそびもの　遊び者　　　　　　ふたへおりもの　二重織物　　　　　　　　きるもの　着る物
　　　　あそびもの　遊び物　　　　　　　あやおりもの　綾織物　　　　　　ひとつきるもの一っ着る物
　　もてあそびもの　玩び物　　　　　　からおりもの　唐織物　　　　いきとしいけるもの　生きとし生
　　　　うたひもの　謡ひ物　　　　　　あがりもの上がり物　　　　　　　　　　　　けるもの
　　　　まどひもの　惑ひ者　　　　　　さつかりもの　授かり物　　　　　　　さるもの　（連語）
　　　　　ぬひもの　縫ひ物　　　　いつつのかりもの　五つの借り物　　　　　まるもの　丸物
　　　　　ねびもの　ねび者　　　　　　　ひかりもの　光物　　　　　　　　　おれもの　おれ者
　　　　しまひもの　仕舞ひ物　　　　　あやかりもの　肖り者　　　　　　　ひかれもの　引かれ者
　　　　おもひもの　思ひ者　　　　　あやかりもの肖り物　　　　　　　きれもの切れ物
　　　いぬおふもの　犬追物　　　　　　　きりもの　切り者　　　　　　　　きれもの切れ者
かやうにさうらふもの斯様に候ふ者　　　　　きりもの着り物　　　　　くだされもの下され物
　　　しれもの　痴れ者　　　　　　　　　　あらの　荒野
　　　すれもの　すれ者　　　　　　　　　　からの　枯ら野
　あくたれもの　悪たれ者　　　　　　たかくらの　高座の（枕）
　　ねだれもの　ねだれ者　　　　　　　　しらの　白箆
　　　なれもの　馴れ者　　　　　　　　あぢむらの　（枕）
　　はなれもの　離れ物　　　　　　　さばかりの　（連語）
　　　ぬれもの　濡れ者　　　　　　　あきぎりの　秋霧の（枕）
　つかはれもの　使はれ者　　　　　　　あさぎりの　朝霧の（枕）
　　あぶれもの　放浪者　　　　　　　　みつぐりの　三つ栗の（枕）
　　　ほれもの　毫れ者　　　　　　　　ぬえどりの　鶉鳥の（枕）
　　　まれもの　稀者　　　　　　　　さかどりの　坂鳥の（枕）
　　しゃれもの　酒落者　　　　　　　なくとりの　鳴く鳥の（枕）
　ばしゃれもの　婆娑れ者　　　　　　ゆくとりの　行く鳥の（枕）
　　さごろもの　狭衣の（枕）　　　　　あさどりの　朝鳥の（枕）
　　　しろもの　代物　　　　　　　　もちどりの　縞鳥の（枕）
はたのひろもの　鰭の広物　　　　　　　みつとりの　水鳥の（枕）
　　　わうもの　悪者　　　　　　　　そにどりの　嶋鳥の（枕）
　いんぐわもの　因果者　　　　　　　とぶとりの　飛ぷ鳥の（枕）
　　　せわもの　世話物　　　　　　　おほとりの　大鳥の（枕）
　　とのゐもの　宿直物　　　　　　　　にほどりの　碍鳥の（枕）
　　しばゐもの　芝居者　　　　　　　　やまどりの　山鳥の（枕）
　　　うゑもの　植ゑ物　　　　　　　　くもとりの　雲鳥の（枕）
　　　すゑもの　陶物　　　　　　　　　しらとりの　白鳥の（枕）
　　　すゑもの　据ゑ物　　　　　　　むらとりの　群鳥の（枕）
　　　すゑもの　据ゑ者　　　　　　　　　ぬりの　塗り箆
　　　あをもの　青物　　　　　　　　　なはのりの　縄海苔の（枕）
　すいさんもの　推参者　　　　　　　　あまりの　余りの
　　うさんもの　胡散者　　　　　　　インヘルノ　（名）
　せうしんもの　少身者　　　　　　　ふかみるの　深海松の（枕）
しゃうじんもの　精進物　　　　　　　またみるの　俣海松の（枕）
　　びぜんもの　備前物　　　　　　　　　　かれの　枯れ野
　　　だんもの　段物　　　　　　　　　このくれの　木の暗れの（枕）
　　こてんもの　御殿者　　　　　　　　　ζれの　（連語）
　　ぷへんもの　武辺者　　　　　　　たまだれの　玉垂れの（枕）
　まるほんもの　丸本物　　　　　　　　たくひれの　拷領巾の（枕）
　　がまんもの　我慢者　　　　　　　はねずいろの　はねず色の（枕）
　　　　　やの　矢箆　　　　　　　　　さらしゐの　晒し井の（枕）
　　かるかやの　刈萱の（枕）　　　　　くれなゐの　紅の（枕）
　　いとこやの　（連語）　　　　　　　　　　をの　斧
　　ふたさやの　二鞘の（枕）　　　　　　　　をの　小野
　　かざはやの　風早の（枕）　　　　　しらきをの　新羅斧
　　おくつゆの　置く露の（枕）　　　　たまのをの玉の緒の（枕）
　　あさつゆの　朝露の（枕）　　　　　ひものをの　紐の緒の（枕）
　　しらつゆの　白露の（枕）　　　　　さくらをの　桜麻の（枕）
　　　　ふゆの　冬野　　　　　　　　ますらをの　益荒男の（枕）
　　　　　よの　世の　　　　　　　　みだれをの　乱れ麻の（枕）
　　　　　よの　鹸の　　　　　　　　　のこんの　残んの
　　　　一よの　（終助）　　　　　　　　くだんの　件の
　　きみがよの　君が代の（枕）　　　　　　なんの　何の
　　あきのよの　秋の夜の（枕）　　　　　　のんの　（名）
　　くもりよの　曇り夜の（枕）　　　　　　ほんの　（連体）
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